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川
真
田
市
政

川
真
田
市
政
2
期
目
ス
タ
ー
ト
！

期
目
ス
タ
ー
ト
！

川
真
田
市
政
2
期
目
ス
タ
ー
ト
！

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
吉
野
川
市

長
選
挙
」
が
10
月
26
日
に
投
開
票

さ
れ
、
現
職
の
川
真
田
哲
哉
市
長

（
61
歳
）
が
再
選
し
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
多
く
の
市
職
員
に

迎
え
ら
れ
る
中
、
川
真
田
市
長
が

市
役
所
に
初
登
庁
し
、
職
員
か
ら

手
渡
さ
れ
た
花
束
を
受
け
取
り
、

職
員
ら
の
温
か
い
拍
手
に
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
執
行
さ
れ
た
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
は
、
川
村
洋
樹
さ

ん
（
44
歳
）
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
に
対
し
行
っ
た

訓
示
式
で
「
景
気
の
低
迷
な
ど
で

厳
し
い
局
面
が
訪
れ
る
と
思
う
が
、

飛
躍
の
４
年
に
な
る
よ
う
力
を
尽

く
す
覚
悟
で
い
る
。
市
民
に
誠
心

誠
意
尽
く
す
こ
と
が
公
務
員
の
本

分
と
胸
に
刻
み
、
職
務
に
精
励
し

て
ほ
し
い
」
と
訓
示
、
川
真
田
市

政
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

1
期
目
の
総
括
と
、
2
期
目
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
り
最
優

先
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

　

吉
野
川
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

据
え
、「
子
育
て
支
援
」、「
教
育

環
境
の
整
備
」、「
安
全
・
安
心
対

策
」
な
ど
を
柱
に
据
え
、
真
に
重

要
か
つ
緊
急
的
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
吉
野
川
市
の
将
来

像
に
つ
い
て

　

吉
野
川
市
は
、
自
然
条
件
を
生

か
し
た
農
林
業
の
ほ
か
、商
工
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
活
動
が
営
ま

れ
、
吉
野
川
中
流
域
で
人
と
物
が

集
ま
る
拠
点
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
豊
か
な
自
然

環
境
と
都
市
的
な
集
積
を
生
か
し
、

「
真
の
豊
か
さ
」
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

　

市
民
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き

る
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い

て
も
、
真
に
必
要
な
基
盤
整
備
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
行
っ
て
い

る
。

　

中
に
は
、
本
市
の
力
だ
け
で
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
も
の
も
あ

り
、
と
く
に
河
川
改
修
、
国
道
や

県
道
な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
・

県
等
へ
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
輝

き
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

　

本
市
教
育
行
政
の
進
む
べ
き
方

向
と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

基
本
的
な
施
策
と
目
標
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
教

育
振
興
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

基
本
構
想
で
は
、
本
市
教
育
の

理
念
を
示
し
、
め
ざ
す
べ
き
将
来

像
お
よ
び
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
振
興
施
策
の
大
綱
を
定

め
る
と
と
も
に
、
進
行
す
る
少
子

化
に
対
応
し
て
、
本
市
に
と
っ
て

望
ま
し
い
学
校
・
幼
稚
園
の
適
正

規
模
や
適
正
配
置
に
つ
い
て
も
検

討
を
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
市
民
の
方
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

い
ま
だ
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
と
き
こ
そ
足
元
を
見

つ
め
、
決
し
て
派
手
さ
は
な
く
と

も
、
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で
、

一
歩
一
歩
着
実
に
「
新
た
な
発
展

へ
の
基
盤
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
。

　

今
後
も
全
力
を
も
っ
て
、
誠
心

誠
意
、
新
し
い
気
持
ち
で
、
４
万

６
千
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
魅

力
あ
る
吉
野
川
市
、
私
た
ち
の
子

や
孫
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

２
期
目
に
臨
む

川
真
田
市
長
に
、

抱
負
を
尋
ね
ま

し
た

市長に
インタビュー

吉
野
川
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
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議
会
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川
真
田
市
政
２
期
目
と
な
っ
て

初
め
て
の
臨
時
議
会
が
平
成
20
年

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
た
７
議
案
す
べ
て
が

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

大
杉　

正
宏
（
お
お
す
ぎ
・
ま
さ

ひ
ろ
）
氏
＝
64
歳
、
川
島
町
桒
村

小
林　

恭
子
（
こ
ば
や
し
・
き
ょ

う
こ
）
氏
＝
43
歳
、
鴨
島
町
鴨
島

◇
監
査
委
員
の
選
任

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
監
査
委
員
を
選
任
す
る
た
め
、

議
会
に
対
し
て
意
見
を
求
め
ま
し

た
。

眞
鍋　

一
正
（
ま
な
べ
・
か
ず
ま

さ
）
氏
＝
61
歳
、
山
川
町
翁
喜
台

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

武
市　

正
（
た
け
い
ち
・
た
だ
し
）

氏
＝
67
歳
、
鴨
島
町
飯
尾

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

深
見　

武
彦
（
ふ
か
み
・
た
け
ひ

こ
）
氏
＝
63
歳
、
鴨
島
町
飯
尾

仁
木　

榮
次
郎
（
に
き
・
え
い
じ

ろ
う
）
氏
＝
62
歳
、
川
島
町
桒
村

蔵
本　

尋
三
（
く
ら
も
と
・
ひ
ろ

み
）
氏
＝
67
歳
、
山
川
町
中
須
賀

矢
西　

恒
夫
（
や
に
し
・
つ
ね
お
）

氏
＝
66
歳
、
美
郷
字
毛
無

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

の
選
挙

岸
田　

繁
義
（
き
し
だ
・
し
げ
よ

し
）
氏
＝
61
歳
、
鴨
島
町
森
藤

後
藤
田　

武
夫
（
ご
と
う
だ
・
た

け
お
）
氏
＝
61
歳
、
川
島
町
川
島

岩
崎　

尊
（
い
わ
さ
き
・
た
か
し
）

氏
＝
63
歳
、
山
川
町
川
田

猪
井　

誠
二
（
い
の
い
・
せ
い
じ
）

氏
＝
62
歳
、
美
郷
字
月
野

臨
時
議
会

テレビについて大切なお知らせです
　2011年（平成23年）7月までに今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。それ
以降は、アナログテレビをお使いの方は、そのままではテレビ放送（地上デジタル放送（地デジ））
を見ることができません。

Q　なぜ地デジにかわるの？

A 地デジは、より進んだ放送ができるだ
けでなく、電波を有効に使うことがで
きます。携帯電話など、電波の使い道
が増えたため、テレビ放送を地デジに
切り替えることになりました。

Q　地デジを視聴するには？

A ①地デジ対応のテレビに買い換える
②地デジチューナーを買い足す
③地デジ対応済みのケーブルテレビで
　視聴
※①、②については、UHFアンテナが必要

　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺
が発生しています。身に覚えのない工事や代金請求にはご注
意ください。もし、このような請求を受けたときや詐欺にあ
った場合は、最寄りの警察署、消費生活センター、総務省総
合通信局などへご相談ください。

テレビについて大切なお知らせです

地上デジタル放送に関するお問い合わせ
　●総務省地デジコールセンター　☎0570（07）0101
　　　　　　　　　　　　平日　午前9時～午後9時　　土・日・祝日　午前9時～午後6時
　●総務省四国通信局　☎089（936）5080

地デジであなたをだます  詐欺  にご注意！
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固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
す
み
や

か
に
申
告
や
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
税
制

改
正
で
、
機
械
お
よ
び
装
置
を

中
心
に
資
産
区
分
の
見
直
し
、

耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

申
告
に
あ
た
っ
て
は
次
の
ペ

ー
ジ
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

　

償
却
資
産
の
申
告
を
！

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
し
て
い
る
方
や
、駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
等
を
賃
貸
し
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

構
築
物
・
機
械
器
具
・
備
品
等
の

有
形
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま

す
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は　

　

届
け
出
等
が
必
要
で
す

●
納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
場
合

　

納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税

義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相
続

登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
、

お
よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、

調
査
に
よ
っ
て
「
現
に
所
有
す
る

者
」
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
人
が
消
滅
し
た
場
合
も
、

同
様
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合

　

宅
地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店
舗
や
事

務
所
等
か
ら
住
宅
に
改
築
し
た
場

合
や
、
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地

以
外
に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場

合
は
「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

平
成
20
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
り
こ
わ

　

資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の

多
少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け

る
資
産
の
状
況
等
に
つ
い
て
申
告

す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

申
告
期
間　

１
月
５
日
㈪
〜
２
月

２
日
㈪

受
付
場
所　

税
務
課
（
市
役
所
１

階
）、支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

　

申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆償却資産の一例◆

※課税（申告）対象とならないものもあります。不明な場合は税務課
　までお問い合わせください。

飲 食 店 厨
ちゅうぼう

房設備、カラオケセット、看板など

工 場 各種製造設備、受変電設備など

建 設 業
パワーショベル、ポータブル発電機、コピー
機など

理容業・美容業 理・美容いす、洗面設備、看板など

病 院 ベッド、手術台、各種医療装置など

小 売 店 商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど

農 業・ 漁 業 田植機、ビニールハウス、漁船など

アパート経営
アスファルト舗装、電灯、エアコン、フェ
ンスなど

し
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
・

省
エ
ネ
改
修
工
事
・
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合

　

一
定

要
件
を

満
た
す

場
合
、

翌
年
度

の
当
該

住
宅
の

固
定
資
産
税
が
減
額
と
な
り
ま
す

の
で
、
各
減
額
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
を

行
っ
た
場
合

　

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
名
義
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、

「
納
税
義
務
者
変
更
願
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
類
に
は

新
旧
両
名
の
印
鑑
証
明
書
お
よ
び

原
因
証
書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
口
座
を
口

座
振
替
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
口
座
閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
金
融

機
関
で
口
座
振
替
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
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　平成20年度の税制改正で｢減価償却資産の耐用年数等に関する省令」が改正され、機械および装置
を中心に、資産区分の見直し（390区分から55区分に改正）、耐用年数の変更が行われました。
　平成21年度分の償却資産（固定資産税）の申告から、改正後の耐用年数を用いることになりますが、
資産の取得時にさかのぼって再計算するものではありません。
　新旧資産区分の対照表につきましては、吉野川市のホームページに掲載していますのでご覧くださ
い。（「別表第二 機械および装置の耐用年数表における新旧資産区分の対応関係表｣参照）

　償却資産の評価は、原則として前年度の評価額を基礎に、耐用年数に応じた減価を考慮して行
うこととされています。
　平成21年度の評価額計算は、平成20年度の評価額に、改正後の耐用年数に応じた減価を考慮
して計算することになります。

◇申告にあたっての注意点

●毎年、資産の増減分のみ申告されている場合
　過去に申告いただいた資産について、耐用年数省令の改正により耐用年数が改正されたものがある
場合は、改正後の耐用年数の申告をする必要があります。
●増減なしの場合
　上記同様に耐用年数を確認し提出してください。
　その場合、耐用年数の申告誤りによる耐用年数の修正と区別できるよう、種類別明細書の摘要欄に
その旨（例えば「省令改正による変更」等）の記入をお願いします。
●全資産申告（企業電算申告）を行っている方
　ご利用システムの計算方法が前年度の評価額を基礎に計算するものとなっているか確認する必要が
あります。
☆耐用年数の取り扱いについてご不明な点がありましたら、税務課資産税係へお問い合わせください。

○評価額計算の具体例は、次のとおりです。
〈前提条件〉・資産区分　別表第二「23　輸送用機械器具製造業用設備」の9年
　　　　　　（改正前は「旧275　自動車製造設備」の10年）
　　　　　・平成17年4月に上記設備を10,000,000円で取得

問い合わせ 市税務課　資産税係　☎㉒2215
吉野川市ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

評価額＝取得価格（前年度評価額）×減価残存率※

年　　度
取得価格

減価残存率 評価額
前年度評価額

平成18年度 ¥10,000,000 0.897 ¥8,970,000
平成19年度 ¥8,970,000 0.794 ¥7,122,180
平成20年度 ¥7,122,180 0.794 ¥5,655,010
平成21年度 ¥5,655,010 0.774 ¥4,376,977
平成22年度 ¥4,376,977 0.774 ¥3,387,780

: : : :

耐用年数
減価残存率

前年中取得の場合 前年前取得の場合
: : :
: : :
9 0.887 0.774
10 0.897 0.794

○耐用年数省令の改正により耐用年数が改正された資産は、次のようなものがあります。

〈例　　示〉　・厨房設備　─────────────────────  9年➡  8年
　　　　　　・自動車製造設備　──────────────────10年➡  9年
　　　　　　・デジタル印刷システム設備　─────────────10年➡  4年
　　　　　　・クリーニング設備　─────────────────  7年➡13年　　等

※減価残存率は耐用年数、資産の取得時期によって異なります。

償却資産（固定資産税）の耐用年数が変わりました償却資産（固定資産税）の耐用年数が変わりました償却資産（固定資産税）の耐用年数が変わりました
　過去に申告いただいた償却資産も含めて、毎年1月1日において所有するすべての償却
資産に適用されます。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
油
断
す
る　

心
に
と
も
せ　

赤
信
号

田
村　

学
勇
（
上
浦
小
学
校
五
年
）

　

10
月
４
日
、
徳
島
県
が
誇
る
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
の
魅
力
を
ま
と
め
て
発
信
す
る
「
と

く
し
ま
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
博
覧
会
」（
県
観
光
協
会
）

が
、
徳
島
市
内
の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
開
幕
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
４
日
〜
５
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
を
紹
介

す
る
舞
台
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
特
産
品
を
販
売
す
る
市

町
村
ブ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
吉
野
川
市
ブ
ー
ス
で
は
、
特
産
物
の

販
売
や
観
光

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

と
く
し
ま
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

博
覧
会
開
催
！

平
成
２０
年
度　

吉
野
川
市

表
彰
・
教
育
表
彰
式

　

11
月
３
日
、
市
役
所
で
、
平
成
20
年
度

吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経
済
、
文

化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ
て
本
市
の
振
興

に
寄
与
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た

方
、
市
民
の
規
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が

あ
っ
た
方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

市
教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立
小
・
中

学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在
籍
し
、
顕
著
な

教
育
実
績
を
あ
げ
た
教
職
員
や
、
運
動
競

技
ま
た
は
研
究
・
制
作
な
ど
の
活
動
に
お

い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生
徒
を

た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

市
表
彰

高
橋　

義
行
（
自
治
会
長
）

　

自
治
会
長
と
し
て
14
年
の
間
、
職
務
に

精
励
し
、
町
内
自
治
の
振
興
に
貢
献

守
松　

英
宣
（
自
治
会
長
）

　

自
治
会
長
と
し
て
12
年
の
間
、
職
務
に

精
励
し
、
町
内
自
治
の
振
興
に
貢
献

江
本　

佳
一
（
自
治
会
長
）

　

自
治
会
長
と
し
て
12
年
７
カ
月
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
町
内
自
治
の
振
興
に
貢

献神
谷　
　

勲
（
自
治
会
長
）

　

自
治
会
長
と
し
て
12
年
４
カ
月
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
町
内
自
治
の
振
興
に
貢

献笠
井　

賴
行
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
４
カ
月
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
地
域
農
業
振
興
の
推
進

に
貢
献

大
岡　

章
悟
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
３
カ
月
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
地
域
農
業
振
興
の
推
進

に
貢
献

福
見　

隆
好
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
１
カ
月
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
地
域
農
業
振
興
の
推
進

に
貢
献

森
本　

武
敏
（
選
挙
管
理
委
員
）

　

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
12
年
７
カ
月
の

間
、
職
務
に
精
励
し
、
選
挙
の
適
正
な
管

理
執
行
に
貢
献

砂
田　

政
美
（
選
挙
管
理
委
員
）

　

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
12
年
１
カ
月
の

間
、
職
務
に
精
励
し
、
選
挙
の
適
正
な
管

理
執
行
に
貢
献

梯　
　

恒
夫
（
選
挙
管
理
委
員
）

　

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
11
年
７
カ
月
の

間
、
職
務
に
精
励
し
、
選
挙
の
適
正
な
管

理
執
行
に
貢
献

阿
部　

松
山
（
選
挙
管
理
委
員
）

　

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
11
年
６
カ
月
の

間
、
職
務
に
精
励
し
、
選
挙
の
適
正
な
管

理
執
行
に
貢
献

八
木　

義
之

　

高
越
山
へ
の
登
山
道
を
永
年
に
わ
た
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
整
備
を
行
い
、
登

山
者
の
安
全
の
確
保
に
貢
献

吉
野
川
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
活
動
を
通
じ

て
、
市
民
の
食
生
活
改
善
・
健
康
増
進
に

貢
献

鴨
島
菊
友
会

　

永
年
に
わ
た
り
、
菊
づ
く
り
を
通
じ
て
、

市表彰受賞者

子
ど
も
た
ち
に
新
し
い
倉
庫
を

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
宗
教
法
人
大
聖
院
、
河
野
栄
信
さ
ん
（
鴨
島

町
牛
島
）
か
ら
吉
野
川
市
へ
倉
庫
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
倉
庫
は
、
鴨
島
東
保
育
所
で たくさんの人に吉野川市のＰＲができました
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ケ
イ
タ
イ
が　

あ
な
た
を
呼
ん
で
る　

で
も
が
ま
ん

助
道　

京
一
郎
（
牛
島
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

市長から感謝状を受け取る河野さん（左）

　

市
教
育
表
彰

北
川　

大
輝
（
牛
島
小
学
校
）

　

平
成
19
年
度
国
土
と
交
通
に
関
す
る
図

画　

県
土
整
備
部
長
賞
／
２
０
０
８
年
青

少
年
航
空
宇
宙
絵
画
国
際
コ
ン
テ
ス
ト　

日
本
代
表　

優
秀
賞

河
野　

大
悟
（
鴨
島
小
学
校
）

　

徳
島
県
小
学
校
水
泳
能
力
検
定
会　

男

子
50
ｍ
背
泳
ぎ　

優
勝

鎌
田　

彩
音
（
知
恵
島
小
学
校
）

　

吉
野
川
市
水
泳
能
力
検
定
会　

女
子
50

ｍ
自
由
形　

優
勝
（
大
会
新
記
録
）

佐
藤　

実
寿
々
（
山
瀬
小
学
校
）

　

平
成
20
年
度
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

図
画
の
部

　

最
優
秀
賞

藤
岡　

明
日
香
（
川
田
中
小
学
校
）

　

第
24
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

第
３
位

松
岡　

沙
季
（
鴨
島
東
中
学
校
）

　

徳
島
県
中
学
校
郡
市
対
抗
陸
上
競
技
大

会　

女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

優
勝
／

徳
島
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会　

女

子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

優
勝

鈴
田　

和
基
（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

水
泳　

男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

第
３
位

／
徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

水
泳

　

男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

優
勝

／
徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

水
泳

　

男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

優
勝

藤
井　

裕
也
（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

徳
島
県
中
学
選
手
権
水
泳
競
技
大
会　

男
子
１
５
０
０
ｍ
自
由
形　

優
勝

森
山　

万
莉
菜
（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
20
年
度
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

ポ
ス
タ
ー

の
部　

最
優
秀
賞

河
村　

真
奈
実
（
山
川
中
学
校
）

　

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
個
人　

優
勝

大
久
保　

有
絵
（
山
川
中
学
校
）

　

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
個
人　

優
勝

柳
谷　

亜
希
（
山
川
中
学
校
）

　

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
個
人　

第
３
位

明
石　

愛
都
（
山
川
中
学
校
）

　

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
個
人　

第
３
位

【
団
体
】

鴨
島
東
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

平
成
19
年
度
徳
島
県
中
学
校
蔵
本
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
団
体　

優
勝
／
徳

島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス　

男
子
団
体　

準
優
勝

市
立
川
島
中
学
校
水
生
昆
虫
部

　

第
51
回
日
本
学
生
科
学
賞　

最
優
秀

賞
・
知
事
賞
／
第
64
回
科
学
経
験
発
表
会

　

特
選

山
川
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ

ト
テ
ニ
ス　

女
子
団
体　

優
勝
／
四
国
中

学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
団
体　

優
勝
／
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
団
体　

第
５

位山
川
中
学
校
野
球
部

　

第
16
回
徳
島
県
中
学
校
春
季
リ
ー
グ
中

央
大
会　

優
勝

市教育表彰受賞者

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
１
日
、
鴨
島
町
敷
地
の
坂
野
キ
ヨ
子
さ
ん

が
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
市
や
県
か
ら
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

坂
野
さ
ん
は
、
自
宅
で
孫
夫
婦
ら
と
５
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
、
寝
た
き
り
で
す

が
、
看
護
士
や
介
護
士
、
家
族
の
温
か
い
介
護
を

受
け
、
飲
み
物
は
ス
ト
ロ
ー
で
自
分
で
飲
む
な
ど

病
気
も
な
く

過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

吉
野
川
市

内
の
百
歳
以

上
の
長
寿
者

は
22
人
（
女

性
21
人
男
性

１
人
）
に
な

り
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
継
承
・
地
域
文
化
の
振
興
に

貢
献

美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊

　

美
郷
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の
増
加
・
地
域
の

活
性
化
に
貢
献

坂野キヨ子さん

有
効
に
活
用

し
て
お
り
ま

す
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
ろ
う　

だ
ろ
う
は　

事
故
の
元

後
藤
田　

有
美
（
森
山
小
学
校
五
年
）

国
民
年
金
だ
よ
り

は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
、
第
２
号
・
第
３
号

被
保
険
者
は
、
勤
務
先
を
通
じ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金

受
給
者
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
な
ど
に
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
が
届
い
た
ら
、
過
去
の
職

歴
に
つ
い
て
ご
一
緒
に
記
憶
を
た

ど
っ
て
み
る
な
ど
し
て
、
多
く
の

方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
婚
等
に
よ
り
氏
名
を
変
更
さ

れ
て
い
る
方
の
記
録
が
、
持
ち
主

不
明
の
記
録
の
中
に
多
数
存
在
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
記
録
は
、

皆
様
か
ら
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
速
や
か
に
記
録
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
は
、

青
い
封
筒
の
「
名
寄
せ
特
別
便
」

と
、緑
の
封
筒
の
「
全
員
特
別
便
」

が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
ま
で
に
送
付
し
た
「
名
寄

せ
特
別
便
」
は
、
記
録
の
統
合
の

可
能
性
が
あ
る
受
給
者
・
加
入
者

が
対
象
で
す
。
４
月
か
ら
10
月
に

送
付
し
た
「
全
員
特
別
便
」
は
、

そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
受
給
者
・

加
入
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

た
ら
、
年
金
記
録
に
も
れ
や
間
違

い
が
な
い
か
十
分
に
ご
確
認
の
上
、

必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、社
会
保
険
庁
に
よ
る「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
の
発
送
作
業
は
、

10
月
で
完
了
し
ま
し
た
。
ま
だ
届

い
て
い
な
い
方
は
、
住
所
移
動
の

際
、
変
更
が
で
き
て
い
な
い
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
の
届
け
出
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
国

保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

ね
ん
き
ん
特
別
便

お
互
い
の
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く
り

〜
飯
尾
敷
地
地
区

　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
〜

　

わ
た
し
た
ち
の
地
区
人
権
教
育

推
進
協
議
会
で
は
、
学
校
お
よ
び

各
種
団
体
等
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
「
お
互
い
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
、
人
権
教
育
・
啓
発

を
推
進
す
る
」
と
い
う
主

題
の
も
と
、
実
践
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日
の
総
会
後
、

小
学
校
で
は
保
護
者
と
と

も
に
人
権
啓
発
映
画
「
跳

べ
！　

ペ
ガ
サ
ス
〜
心
の

ゴ
ー
ル
に
シ
ュ
ー
ト
〜
盲

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
物
語
」

の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
婦
人
会
で
は
、
人
権
教
育
研
修

会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
に
は
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
人
権
教
育
推
進
委
員
会
と
連
携

し
、
本
地
区
人
推
協
と
し
て
「
人

権
啓
発
標
語
」
看
板
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

　

飯
尾
敷
地
小
学
校
児
童
の
人
権

標
語
の
中
か
ら

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

○
み
ん
な
な
か
よ
く　

心
と
体
の

手
を
つ
な
ご
う

○
つ
ら
い
と
き　

話
し
て
み
よ
う

　

友
だ
ち　

家
族

○
伝
え
合
お
う　

心
と
心
の　

メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
の
11
点
を
選
び
、
本
地
区
の

公
民
館
と
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
啓
発
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。「
人
権
標
語
」
に
込

め
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
願
い
や

思
い
を
大
切
に
し

よ
う
と
１
枚
１
枚

手
作
業
で
制
作
し

ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
し

て
地
域
の
人
た
ち

の
人
権
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
幼
稚
園
・
小
学
校
の
人

権
学
習
発
表
会
や
各
種
研
修
会
等

へ
の
参
加
を
通
し
て
、「
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ク
ズ　
　
　
　
　

マ
メ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ク

ズ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
日
本
各
地
の
ほ
か
、
中
国

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に
分
布
し

て
い
る
、
マ
メ
科
の
つ
る
性
の

多
年
草
で
秋
の
七
草
の
一
つ
で

す
。
秋
に
は
赤
紫
色
の
花
が
咲

き
、
そ
の
後
、
枝
豆
に
似
て
い

る
果
実
を
付
け
ま
す
。

　
『
真ま

葛く
ず

原は
ら　

な
び
く
秋
風　

吹
く
ご
と
に　

阿あ

太だ

の
大
野
の

　

萩
の
花
散
る
』（
作
者
不
詳
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
葛く
ず

の
原
を
な
び
か
せ
る
秋

風
が
吹
く
た
び
に
、
阿あ

太だ

の
荒

れ
野
の
萩
の
花
が
散
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

人権標語看板の設置をしてくださった皆さん

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

住
所
変
更
が
必
要
で
す
！

周
り
の
方
に
も

呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い

平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

後
部
座
席
も
ゆ
だ
ん
せ
ず

工
藤　

大
周
（
鴨
島
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

年
末
年
始
業
務

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
耕
作
面
積
や
家
族
等
の

状
況
に
つ
い
て
、
農
家
の
方
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
は
、各
農
家
に「
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」（
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
）
を
お
送
り

し
ま
す
。
次
の
①
〜
④
ま
で
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
農
業
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提

出
に
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
者

①
吉
野
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
20
年
度
末
現
在
、
年
齢
が

20
歳
以
上
の
方
（
平
成
元
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
１
０
０
０
㎡
＝
10
ａ
＝
１
反
３

分
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
方
、
お
よ
び
そ
の
方
の

親
族
ま
た
は
配
偶
者

④
耕
作
従
事
日
数
が
省
令
で
定
め

ら
れ
る
日
数
（
お
お
む
ね
60
日
）

以
上
の
方

提
出
期
限　

平
成
21
年
１
月
10
日
㈯

※
今
回
は
１
月
10
日
が
土
曜
（
閉

庁
）
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
か
ぎ
り
１
月
９
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１

月
10
日
に
直
接
持
参
さ
れ
る
方
は
、

市
役
所
・
山
川
庁
舎
当
直
者
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

※
要
件
を
満
た
し
て
い
な
が
ら
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

市
農
業
委
員
会  

☎
㉒
２
２
２
７

優
良
運
転
者
表
彰

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

協
会
の
会
員
を
対
象
に
、
長
年
に

わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
で
、
交

通
規
則
を
よ
く
守
り
、
常
に
安
全

運
転
に
心
が
け
、
他
の
運
転
者
の
規

範
と
な
る
方
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
年
以
上
、

15
年
以
上
、
20
年
以
上
、
30
年
以

上
の
無
事
故
・
無
違
反
の
方
と
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
１
月

30
日
㈮
ま
で
に
次
の
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
彰
人
員
は
80
人
程
度

で
す
の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
事
務
局
で
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

事
務
局　

吉
野
川
警
察
署
内

吉
野
川
市
交
通
安
全
協
会

☎
㉕
６
１
１
０

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
５
６
９
７

問
い
合
わ
せ

市
西
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
42
５
３
３
３

●
一
般
業
務

　

市
役
所
・
川
島
・
山
川
・
美
郷
庁

舎
は
12
月
27
日
㈯
か
ら
来
年
１
月

４
日
㈰
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
戸
籍

届
出（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
）の

受
領
は
閉
庁
期
間
中
で
も
、
市
役

所
ま
た
は
山
川
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
12
月
29
日
㈪
か
ら
１
月
３

日
㈯
ま
で
は
、印
鑑
登
録
証
明
書
・

住
民
票
自
動
交
付
機
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課  

☎
㉒
２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は

次
の
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
燃

や
せ
る
ご
み
Ａ
地
域
は
12
月
25
日

㈭
、
Ｂ
地
域
は
12
月
26
日
㈮
が
最

終
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整
理
し
、

決
め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら
れ
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
鴨
島
地
区

※
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

持
ち
込
み
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
限

り
12
月
27
日
㈯
、28
日
㈰
、お
よ
び
29

日
㈪
の
正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区

地域名 燃やせる
ごみ

資　源　ご　み 埋立ごみ・その他
カンビン類 ペットボトル 古紙類 燃やせないごみ

年
末
Ａ地域 12月25日㈭ 12月3日㈬ 12月4日㈭ 雑　誌　 12月16日㈫

段ボール 12月19日㈮
新聞紙　 12月15日㈪

12月17日㈬
B地域 12月26日㈮ 12月10日㈬ 12月11日㈭ 12月24日㈬

年　
　

始

Ａ地域 平成21年
1月5日㈪

平成21年
1月7日㈬

平成21年
1月8日㈭

雑誌・雑がみ・ふとん
　平成21年1月13日㈫
段ボール
　平成21年1月9日㈮
新聞紙・ふとん
　平成21年1月20日㈫

平成21年
1月21日㈬

B地域 平成21年
1月6日㈫

平成21年
1月14日㈬

平成21年
1月15日㈭

雑誌・雑がみ・ふとん
　平成21年1月26日㈪
段ボール
　平成21年1月16日㈮
新聞紙・ふとん
　平成21年1月19日㈪

平成21年
1月28日㈬

分　　類 年末収集最終日 年始収集開始日
ペットボトル １２月　１日（月） １月　８日（木）
カン等金属 １２月　３日（水） １月　７日（水）
新聞紙 １２月１０日（水） １月１４日（水）
段ボール １２月１１日（木） １月１５日（木）
ビン類 １２月１７日（水） １月２１日（水）
雑誌 １２月１８日（木） １月２２日（木）
粗大ごみ自己搬入 １２月２８日（日） １月１２日（月）
埋立ごみ １２月２４日（水） １月２８日（水）
複合ごみ １２月２５日（木） １月２９日（木）
蛍光管・乾電池 １２月２４日（水） １月２８日（水）
燃やせるごみ １２月２６日（金） １月　５日（月）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
中　

少
し
の
油
断
が　

命
取
り

有
持　

航
貴
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
五
年
）

高齢者虐待　気づいたときは、まず通報

会
社
等
を
退
職
し
た
方
の

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

問
い
合
わ
せ

１２
月
は
市
・
県
民
税
の

納
付
月

　

12
月
は
、
市
・
県
民
税
（
第
３

期
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

納
期
限　
　
　
　

12
月
25
日
㈭

市
税
務
課        

☎
㉒
２
２
１
５

特
別
慰
労
品
の
贈
呈
事
業

　

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業

特
別
基
金
よ
り
、
次
の
方
を
対
象

に
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

①
旧
軍
人
等
で
恩
給
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者

②
戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑

留
さ
れ
た
方

③
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
受
け
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で

す
。た
だ
し
、ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

　

請
求
期
間
は
平
成
21
年
３
月
31

日
㈫
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
書
類
は
、福
祉
総
務
課（
川

島
庁
舎
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事

業
特
別
基
金
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課  

☎
㉕
２
１
１
１

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特

別
基
金

☎
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

被
害
者
支
援
活
動
お
よ
び

犯
罪
被
害
給
付
制
度

犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

犯
罪
被
害
で
心
に
悩
み
な
ど
が

あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談
所

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、
重
傷

病
や
障
害
を
負
っ
た
被
害
者
の
方

に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

徳
島
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
対

策
室

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

（
内
線
２
６
６
１
）

指
定
被
害
者
支
援
員
制
度

　

殺
人
、
性
犯
罪
等
の
事
件
、
ひ

き
逃
げ
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
の

被
害
者
の
方
々
に
対
し
て
、
警
察

職
員
が
事
件
の
発
生
直
後
か
ら
各

種
の
被
害
者
支
援
を
行
う
「
指
定

被
害
者
支
援
員
制
度
」
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

警
察
署
単
位
の
「
犯
罪
被
害
者

支
援
連
絡
協
議
会
」

　

犯
罪
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
被
害
者
に

身
近
な
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体

（
市
町
村
役
場
、
医
療
、
教
育
機

関
等
）
で
組
織
し
た
各
警
察
署
単

位
の
「
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協

議
会
」
を
設
立
し
て
各
種
の
被
害

者
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
や
役
所
を
退
職
し
た
方
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
加
入
す
る
方
で
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
等
か
ら
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
給
し
、
こ
れ

ら
の
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、

あ
る
い
は
40
歳
以
後
10
年
以
上
あ

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
満
65

歳
に
該
当
す
る
ま
で
退
職
者
医
療

制
度
に
加
入
し
ま
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
医
療

費
の
う
ち
、
自
己
負
担
分
と
国
保

税
を
除
い
た
残
り
を
社
会
保
険
か

ら
国
保
に
支
援
さ
れ
て
い
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
手
続
き
が
正
し
く
さ
れ
な

い
と
、
社
会
保
険
か
ら
の
支
援
が

な
く
な
り
、
保
険
税
の
増
額
な
ど

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
市
民
生
活
課

（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は
各
支
所

地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

へ
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

す
で
に
退
職
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
険
証
の

左
上
に　

 

の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
年
金
証
書

③
国
保
保
険
証（
加
入
者
全
員
分
）

※
こ
れ
か
ら
国
保
に
加
入
さ
れ
る

方
は
、
①
②
に
加
え
て
、
資
格
喪

失
証
明
書
（
社
会
保
険
等
）

※
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
吉

野
川
市
以
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た

方
は
、
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

市
市
民
生
活
課  

☎
㉒
２
２
１
０

市
国
保
年
金
課  

☎
㉒
２
２
１
３

退

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野

川
支
局
の
統
合（
廃
止
）

　

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

は
、
平
成
21
年
１
月
13
日
㈫
に
徳

島
地
方
法
務
局（
本
局
）に
統
合
の

上
、廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
同
支
局
で
取
り

扱
っ
て
い
た
不
動
産
お
よ
び
商
業

法
人
等
の
登
記
事
務
、
供
託
事
務
、

人
権
擁
護
事
務
等
、
す
べ
て
の
業

務
は
、
平
成
21
年
１
月
９
日
㈮
ま

で
は
吉
野
川
支
局
で
、
平
成
21
年

１
月
13
日
㈫
以
降
は
徳
島
地
方
法

務
局
（
本
局
）
で
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

長
年
、
吉
野
川
支
局
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

徳
島
地
方
法
務
局　

総
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
４
１
７
１

被
害
相
談
専
用
電
話
一
覧
表

◆
警
察
安
全
相
談
（
県
民
の
声

１
１
０
番
）

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０

◆
犯
罪
被
害
者
相
談
・
心
の
ケ
ア

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

◆
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
ご
と
相
談

（
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
）

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０

◆
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
に
関
す

る
相
談

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４
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は
ん
し
ゃ
ば
ん　

私
は
こ
こ
で
す　

気
を
つ
け
て

松
島　

光
（
西
麻
植
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

こ
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
る
店

は
「
標
準
営
業
約
款
登
録
店
」
と

い
い
、
国
が
認
め
る
一
定
の
基
準

に
よ
っ
て
営
業
し
て
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
は
っ
き
り
と
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
事

故
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を
義
務

付
け
る
な
ど「
信
頼
の
で
き
る
店
」

と
し
て
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
Ｓ
マ
ー

ク
は
現
在
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、

理
容
業
、
美
容
業
、
め
ん
類
飲
食

店
営
業
、
一
般
飲
食
店
営
業
の
５

業
種
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 ご

存
じ
で
す
か
？

Ｓ
マ
ー
ク

登
録
の
お
知
ら
せ

　

新
規
に
加
入
登
録
手
続
き
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
所
属
す
る
生
活

衛
生
同
業
組
合
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
登
録
は
年
２
回
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

登
録
店
の
方
に
は
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
（
生
活
衛
生
融
資
）
の

特
別
低
い
利
率
が
適
用
さ
れ
る
運

転
資
金（
経
営
安
定
の
た
め
な
ど
）

の
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
等
は
、
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構

☎
０
５
０（
５
５
４
１
）７
１
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.sm
rj.g
o
.jp
/

kyosai/index.htm
l

小
規
模
企
業
共
済
制
度

の
ご
案
内

標準営業約款
（Ｓマーク）

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員

が
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
や
役
員

を
退
職
し
た
場
合
な
ど
に
、
生
活

の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た

め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し

て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度

で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た

め
の
退
職
金
制
度
」と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
け
金

は
全
額
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
、

ま
た
、
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職

所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
２
４
０
０
（
鎌
田
）

連
絡
先

出
演
者　

パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
ピ
エ

ロ
「
川
原
す
い
か
」、
家
族
バ
ン

ド
「
ザ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

と
き　

12
月
21
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店

舗
に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ

チ
ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.tc
u
.o
r.jp

/
kam
ojim
a/m
achicon/

第
1
1
1
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

わ
せ
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人　

徳
島
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
４
０
０

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

　

秋
か
ら
春
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
最
近
は
、
学

校
・
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
集
団

生
活
を
お
く
る
場
所
で
感
染
が
多

発
し
て
お
り
、
要
注
意
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

○
二
枚
貝
な
ど
を
生
で
食
べ
る
の

は
ひ
か
え
る

○
食
品
の
中
心
温
度
85
℃
で
１
分

以
上
加
熱
す
る

○
ト
イ
レ
の
後
や
外
出
後
、
調
理

前
な
ど
に
手
洗
い
を
す
る

○
調
理
器
具
は
と
き
ど
き
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白

剤
）
で
殺
菌
す
る

○
汚
物
を
処
理
す
る
と
き
は
、
周

り
や
自
分
に
汚
染
が
広
が
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る　
　
　

食
中
毒
か
な
？  

と
思
っ
た
ら

◆
す
ぐ
に
医
者
に
診
て
も
ら
う

◆
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
や
吐
き

気
止
め
を
飲
ま
な
い

◆
他
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
係

☎
㉔
１
１
１
４

「必ずチェック！　最低賃金
使用者も　労働者も」
徳島県最低賃金

平成２０年１１月７日発効

時間額　６３２円
　
徳島労働局労働基準部賃金室
☎０８８－６５２－９１６５

吉
野
川
市
文
化
協
会
・

講
演
会

と
き　

平
成
21
年
１
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

講
師　

三
遊
亭
楽
太
郎
さ
ん

テ
ー
マ　

笑
い
あ
る
人
生

入
場
料　

１
５
０
０
円
（
当
日
１

８
０
０
円
）

三
遊
亭
楽
太
郎
さ
ん

主
催　

市
文
化
協
会

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ

問い合わせ

虐待に気づいたときは、地域包括支援センターへ一報を！（☎㉕6627）



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
立
幼
稚
園
連
絡
先

122008年（平成20年）12月10日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
通
ル
ー
ル　

ぼ
く
た
ち
も　

守
っ
て　

社
会
の
な
か
ま
い
り

笠
井　

悠
矢
（
知
恵
島
小
学
校
四
年
）

問
い
合
わ
せ

　

平
成
21
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。
該
当
者
に
は
平
成
21

年
１
月
中
旬
に
入
園
申
込
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
幼
稚

園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、

そ
の
他
入
園
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

指
定
の
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

入
園
該
当
児

◆
年
少
組　

平
成
16
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
年
長
組　

平
成
15
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

就
園
時
間　

午
前
８
時
15
分
〜
午

後
２
時

※
な
お
、７
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬

ま
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
体
力
面
や

暑
い
時
期
の
お
弁
当
を
考
慮
し
、

降
園
時
間
が
正
午
と
な
り
ま
す
。

保
育
料　

月
額
６
０
０
０
円
（
※

教
材
費
等
が
別
途
必
要
）

預
か
り
保
育

対
象
児　

市
立
幼
稚
園
の
全
園
児

実
施
園　

鴨
島
・
山
瀬
幼
稚
園

実
施
時
間
／
利
用
料（
保
育
料
・
他
）

◆
通
常
時　

幼
稚
園
終
了
後
〜
午

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

後
５
時
30
分
／
月
額
７
０
０
０
円

（
７
月
は
月
額
４
２
０
０
円
）

◆
夏
休
み　

午
前
８
時
15
分
〜
午

後
５
時
30
分
／
月
額
２
万
５
０
０

０
円

※
通
常
保
育
・
預
か
り
保
育
と
も

に
家
庭
で
の
送
迎
・
お
弁
当
が
必

要
で
す
。

上
浦
幼
稚
園　

  

☎
㉔
８
８
９
７

牛
島
幼
稚
園　

  

☎
㉔
８
８
９
６

森
山
幼
稚
園　

  

☎
㉔
８
８
９
５

鴨
島
幼
稚
園　

  

☎
㉔
６
３
９
１

飯
尾
敷
地
幼
稚
園
☎
㉔
７
９
０
６

西
麻
植
幼
稚
園  
☎
㉔
９
１
７
２

知
恵
島
幼
稚
園  
☎
㉔
８
８
９
４

川
島
幼
稚
園　

  

☎
㉕
２
３
８
０

学
島
幼
稚
園　

  

☎
㉕
４
０
１
８

山
瀬
幼
稚
園　

  

☎
42
５
８
８
４

川
田
幼
稚
園　

  

☎
42
２
０
１
０

川
田
中
幼
稚
園  

☎
42
２
０
２
２

川
田
西
幼
稚
園  

☎
42
２
２
０
１

種
野
幼
稚
園　

  

☎
43
２
９
０
０

市
学
校
教
育
課  

☎
42
４
１
１
４

やめようポイ捨て！　わたしたちのまちを美しく

め
ぐ
み
幼
稚
園
園
児
募
集

　

現
在
、園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
・
子
育
て
支
援
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
該
当
児

４
月
２
日
現
在
、
満
３
歳
か
ら
５

歳
の
幼
児

保
育
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
（
曜

日
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

預
か
り
保
育
（
め
ぐ
み
フ
ァ
ミ
リ

ー
）

　

希
望
さ
れ
る
方
に
、
幼
稚
園
の

保
育
時
間
を
除
い
て
、
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
・
冬
・
春
休
み
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

め
ぐ
み
幼
稚
園  

☎
㉒
０
８
９
９

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
２１
年
度
学
生
募
集

募
集
学
科
・
定
員

生
産
技
術
科　

20
人

電
子
情
報
技
術
科　

30
人

住
居
環
境
科　

20
人

応
募
資
格　

高
等
学
校
を
卒
業
し

た
方
（
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）

入
試
科
目　

数
学（
数
学
Ⅰ
）、
英

語
（
英
語
Ⅰ
）

願
書
受
付
期
間　

平
成
21
年
１
月

20
日
㈫
〜
29
日
㈭

試
験
日　

平
成
21
年
２
月
５
日
㈭

〒
７
６
３
│
０
０
９
３　

香
川
県

丸
亀
市
郡
家
町
３
２
０
２
番
地

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
臨
時
職
員
募
集

職
種
【
介
護
職
員
】

応
募
条
件
等　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
を
有
す
る
方
／
35
歳
以

下
／
３
人
／
月
５
回
夜
勤
有
り

選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
口
頭
試

問選
考
日
・
場
所

と
き　

平
成
21
年
２
月
15
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
（
阿
波
市
市
場
町
市
場
字
岸

ノ
下
１
９
０
番
地
３
）

応
募
期
間　

平
成
21
年
１
月
10
日

㈯
〜
31
日
㈯
午
後
５
時
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

自
筆
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

発
表　

平
成
21
年
３
月
３
日
㈫

（
４
月
１
日
採
用
）

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

☎
36
２
７
３
１

平
成
２１
年
度
県
立
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

募
集
訓
練
科

徳
島
校
／
理
容
科
、
美
容
科
、
金

属
技
術
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
木
工
科
、

電
子
機
器
科
（
※
）

鳴
門
校
／
塗
装
科
、
メ
カ
ニ
カ
ル

技
術
科
（
※
）

阿
南
校
／
自
動
車
整
備
科
（
※
）

西
部
校
／
建
築
科
、
電
気
工
事
科

（
※
）、
車
体
整
備
士
科
（
※
）

対
象　

35
歳
以
下
（
昭
和
48
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み

含
む
）。
た
だ
し
、
※
の
訓
練
科

に
つ
い
て
は
、
35
歳
以
下
（
昭
和

48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
）
で
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業

見
込
み
含
む
）

申
込
期
限　

平
成
21
年
１
月
19
日
㈪

申
込
先　

入
校
を
志
望
す
る
県
立

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
各
公
共

職
業
安
定
所

徳
島
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
１
４
７
４

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
（
６
８
６
）
４
７
５
２

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
４
（
２
６
）
０
２
５
０

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
３
（
６
２
）
３
０
６
７

県
労
働
雇
用
政
策
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
３
４
５

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎
０
８
７
７
（
２
４
）
６
２
５
５



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

13 2008年（平成20年）12月10日

広報よしのがわ

安
全
は　

ベ
ル
ト
を
し
め
て　

気
も
し
め

北
條　

ま
い
こ
（
川
島
小
学
校
四
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

12
月
15
日
㈪
、
１
月
５
日

㈪
・
19
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

１
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

と
き　

12
月
20
日
㈯
午
後
１
時

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

主
催　

鴨
島
公
民
館
、
松
島
組
安

全
衛
生
協
議
会

参
加
費　

無
料

と
き　

12
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

柏
谷
佳
子
さ
ん
（
中
四
国

徳
島
農
政
事
務
所　

地
域
第
二
課

指
導
係
長
）

参
加
費　

無
料

と
き　

平
成
21
年
１
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

乾
俊
夫
さ
ん
（
徳
島
病
院

　

神
経
内
科
医
長
）

参
加
費　

無
料

　

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
あ
と
に

忘
れ
物
が
あ
り
ま
す
。
な
く
し
た

も
の
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
公
民
館
・
体

育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
お
正
月
用
い
け
花
教
室

と
き　

12
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
２

定
員　

20
人
（
親
子
で
の
参
加
も

可
）

材
料
費　

１
５
０
０
円

準
備
物　

花
ば
さ
み
、
新
聞
紙
、

ぞ
う
き
ん
、
筆
記
用
具

講
師　

小
原
流　

大
石
豊
久
さ
ん

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

も
ち
つ
き
大
会

忘
れ
物
に
つ
い
て

生
き
生
き
高
齢
者
講
座

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会

来
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
募
集

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

不
登
校
相
談
・
教
育
相
談

「
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ス
」

　

吉
野
川
市
の
教
育
相
談
室
で
は
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
臨
床
心
理

学
の
専
門
家
と
し
て
、
教
師
と
は

異
な
る
角
度
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
水
曜
日
午
後
３
時
〜

５
時
（
変
更
可
能
）

内
容　

①
不
登
校
・
い
じ
め
等
の

相
談
、
②
そ
の
他
、
子
ど
も
の
教

育
に
関
す
る
相
談

　

相
談
時
間
は
１
人
１
時
間
程
度

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

市
教
育
相
談
室（
山
川
庁
舎
３
階
）

☎
42
４
１
２
７

市
教
育
委
員
会　

教
育
研
究
所

☎
42
４
１
９
９

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

よ
く
わ
か
る
食
品
の
表
示

　

趣
味
や
才
能
を
生
か
し
て
、
長

期
、
ま
た
は
単
発
の
教
室
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

一
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

★
子
ど
も
書
き
初
め
教
室

と
き　

平
成
21
年
１
月
４
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

和
室

対
象　

小
学
生

定
員　

25
人

参
加
費　

無
料

準
備
物　

な
し
（
書
道
用
具
一
式
、

画
仙
紙
等
は
書
人
会
で
用
意
し
ま

す
）

講
師　

吉
野
川
市
書
人
会

※
保
護
者
な
ど
同
伴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
児
童
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
。

★
親
子
た
こ
づ
く
り
・
た
こ
あ
げ

教
室

と
き　

平
成
21
年
１
月
11
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

研
修
室
２

定
員　

20
組

参
加
費　

５
０
０
円

準
備
物　

は
さ
み

講
師　

筒
井
豊
さ
ん

※
午
後
１
時
〜
３
時
、
鴨
島
運
動

場
（
旧
鴨
島
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

で
た
こ
揚
げ
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳島県飲酒運転撲滅月間（12月31日まで）



◆麻しんとは？？
　麻しんは、麻しんウイルスによって引き起こされる感染症です。感染経路は空気感染、飛沫感染が
主で、感染力は強く免疫を持っていない人が感染すると90％以上が発症します。通常、春から夏に
かけて流行し、一般に子どもが多くかかる病気として知られていますが、最近は10代、20代の年齢
層を中心とした流行がみられ社会的にも問題となっています。

◆麻しんの症状って？？

潜伏期：麻しんウイルスが体内に入り、増殖する時期
　　　　この間は無症状でおよそ10～12日間です。

38℃台の発熱、せき、めやに、目が赤くなる、
身体がだるい等の症状が出る。

口の中の粘膜（奥歯のすぐ横付近）に白いぶつぶつ
ができはじめる。これをコプリック斑といい、数日
で消失する。

熱が下がった翌日より首筋や顔に発しんが出はじめ、
熱は再び39～40℃台の高熱になる。発しんは1～2日の
うちに全身に広がり、高熱はさらに3～4日間続く。

この時期をカタル期といい、
4～5日間続く。
この時期が最も感染力が強
いので要注意！！

コプリック斑が見つかると、
病院で「麻しん」と診断さ
れます。

解熱した後3日を経過する
までは、登校・出勤を控え
てください。

～麻しんは予防接種でしか防ぐことが出来ない病気です～～麻しんは予防接種でしか防ぐことができない病気です～

●問い合わせ　市健康推進課　　○25 6615

ひ まつ
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い
け
る
だ
ろ
う　

そ
の
気
持
ち
が　

じ
こ
の
も
と

坂
東　

美
奈
（
学
島
小
学
校
三
年
）



◆麻しんはなぜ恐いの？？
　症状の激しさと、合併症を起こす頻度が高いことが主な理由です。
　・麻しんにかかっている間に、肺炎や脳炎、中耳炎、心筋炎といった疾患が同時に起こってしまう
ことがあります。

　・麻しんを発症すると、およそ1000人に1人は命を落とすといわれています。
　・感染後数年から10年後に起きる合併症もあり、麻しん患者のおよそ10万人に1人の割合で、極
めて重症の脳炎（亜急性硬化性全脳炎（SSPE）という疾患）が発症することも知られています。

　・麻しんの発症に伴い免疫力が低下し、低下した状態は1か月くらい続きます。その間に治ったは
ずの病気が再燃してくることもあります。

◆予防方法は？？
　予防接種を受けることが最も効果的です!!
　麻しんにかかってしまったら、特効薬はなく解熱剤やせ
き止めなどの対症療法しかありません。

　・予防接種による免疫は、接種後1週間ほどするとできは
じめます。

　・麻しん患者と接触した場合、接触後3日以内なら予防接
種で発症を予防できる可能性があります。

「死にたい」と思う苦しさを身近
な人に話しかけてみましょう。
身近な人に聞いてもらいましょう。
そして最寄りの機関にも相談し
てみてください。

※ほかにも県内にはさまざまな相談機関があります。徳島県庁ホームページ（http://www.pref.tokushima.jp/）の
保健福祉部保健福祉政策課に相談窓口一覧「やまももＳＯＳダイヤル」が掲載されておりますのでご利用ください。

相談
機関

定期予防接種の対象者は、必ず対象期間内に予防接種を受けましょう。

予防接種はボクに免疫力
を付けてくれるんだね

●徳島いのちの電話　〈年末年始を除く〉
　088-623-0444（9：30～24：00）
　0883-52-4440（9：00～17：00）　
　0884-23-4440（18：00～21：00）　

●徳島県精神保健福祉センター
　088-625-0610
　〈土・日・祝日を除く〉

●徳島県東部保健福祉局吉野川保健所
　（精神保健福祉相談）
　0883-24-1114
　（毎週金曜日14：00～16：00予約制）

●吉野川市健康推進課
　0883-25-6615（8：30～17：15）〈土・日・祝日を除く〉
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後
ろ
も
し
め
て　

家
族
も
安
心

村
田　

圭
（
山
瀬
小
学
校
四
年
）
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介
護
保
険
は
、
老
後
の
安
心
を
支
え
る

み
ん
な
の
制
度
で
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
が
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会

全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、
公
費（
税
金
）と
、
40
歳

以
上
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
を
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。
左
の
図
の
よ
う
に
、
そ

の
19
％
が
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
現
在

の
介
護
保
険
料
に
よ
る
収
入
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
３
回
に
分
け
て
、
介
護
保
険

の
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ご
一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

吉
野
川
市
の
総
人
口
は
、
平
成
17
年
度

で
４
万
６
９
４
４
人
、
18
年
度
で
４
万
６

５
６
５
人
、
19
年
度
で
４
万
６
１
６
２
人
、

20
年
度
で
４
万
５
７
４
５
人
と
、
毎
年
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
は
徐
々
に
増
加
し
、
第
２
号
被
保
険

者
（
40
歳
〜
64
歳
）
は
徐
々
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
な
か
で
高
齢
者
の
占
め
る
割
合

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
が

叫
ば
れ
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
60
歳
前

半
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
現
在
、
こ
の
傾

向
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

認
定
者
数
は
、
平
成
18
年
度
を
境
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

で
は
、
５
人
に
１
人
の
割
合
で
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

介
護
度
別
に
み
る
と
、
要
介
護
１
は
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
介

護
度
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、

要
支
援
２
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
本
人
負
担
分
の
１
割

を
の
ぞ
い
た
９
割
は
、
吉
野
川
市
の
介
護

保
険
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

が
「
給
付
費
」
で
す
。

　

今
年
度
ま
で
の
給
付
費
の
推
移
を
見
る

た
め
、
上
半
期
の
み
で
比
較
し
て
み
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
は
ゆ
る

や
か
な
増
加
で
し
た
が
、
認
定
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
20
年
度

は
上
が
り
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
19
年
度
に
か
け
て
は

2.9
％
の
増
加
で
あ
る
の
に
対
し
、
19
年
度

か
ら
20
年
度
に
か
け
て
は
4.1
％
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
分
は
、
金
額
に
す

る
と
半
年
間
で
７
５
０
０
万
円
を
超
え
、

１
年
間
で
は
倍
の
１
億
５
０
０
０
万
円
も

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
、
必
要
と

な
る
介
護
保
険
料
額
も
当
然
増
加
す
る
結

果
と
な
り
ま
す
。

　

来
月
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
別
に
給
付
費

の
推
移
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ま
ち
が
え
て
る　

自
分
が
き
じ
ゅ
ん
の　

交
通
ル
ー
ル

奥
本　

里
伽
子
（
川
田
小
学
校
四
年
）

伸び 続 け る 給付費① ～介護保険～

65歳以上の
方の保険料
19％

40～64歳の
方の保険料
31％

公費（税金）
50％

国 25％
都道府県 12.5％
市町村 12.5％

その❶

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
！

0.0％
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その❷

介
護
保
険
認
定
者
数
は
微
減

その❸

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
右
肩
上
が
り



12月・1月の介護予防教室

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　　○25 6627

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 
10 水

   9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 

     9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川　島 

 11 木   9:00～10:00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 
16 火

   9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 口 腔（こうくう）ケ ア

     9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 17 水   9:30～10:30 中古井広域集落センター 美　郷 

 
18 木

   9:30～10:30 川島公民館二ﾂ森分館 川　島 

     9:30～10:30 こだま会館 川　島 介 護 予 防 体 操

 22 月
   9:30～10:30 南部老人憩の家 鴨　島 認知症サポーター講座

   13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨　島 

 24 水   9:30～10:30 千田公会堂 鴨　島 

 25 木   9:30～10:30 東児島老人憩の家 川　島 

 
26 金

   9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 認知症サポーター講座

   13:30～14:30 上谷集落センター 美　郷 認知症サポーター講座

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 5 月 13:30～14:30 瀬詰老人会館 山　川 

 
6 火

   9:30～10:30 川島公民館神後分館 川　島 

   13:00～14:30 川島公民館 川　島 

 7 水   9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山　川 

 8 木   9:00～10:00 西麻植地区公民館 鴨　島 

 9 金   9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

 
13 火

   9:00～10:00 川島公民館学西分館 川　島 

   13:30～14:30 牛島集会所 鴨　島 

     9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 介 護 予 防 体 操

 14 水   9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川　島 認知症サポーター講座

   10:00～11:00 森山地区公民館 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 15 木   9:30～10:30 こだま会館 川　島 

 16 金   9:30～10:30 東部集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座

健

康

チ

ェ

ッ

ク

健

康

チ

ェ

ッ

ク

12
　
　
　
月

1
　
　
　
月
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自
転
車
の　

命
の
お
守
り　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

吉
田　

晴
菜
（
川
田
中
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

平成20年11月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　45,710人　 （－ 35）

　男　　21,693人　 （－ 21）

　女　　24,017人　 （－ 14）

世帯数　17,229世帯 （＋ 33）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,895人　男 5,239人　女 7,656人

371人 （－6）

64人 （－3）

307人 （－3）

342世帯 （　0）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

9
月 0件

累
計 14件

救急出動

9
月119件

累
計1199件

〈人  権  相  談〉
１月８日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
１月20日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎201会議室

〈行  政  相  談〉
12月11日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
12月18日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
 １月５日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
 １月６日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
 １月８日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
〈司法書士会による無料法律相談〉

12月19日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
 １月16日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

市
・
県
民
税　
　
　

第
３
期

 

納
期
限　
　

    

12
月
25
日
㈭

今
月
の
納
税
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
12
月
、1
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
30
日
㈮
）、
年
末
年
始

（
12
月
28
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈯
）

◆
徳
島
文
理
大
生
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
会

と
き　

12
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
吉
野
川
市
青
少
年
市
民
会
議
川

島
支
部
作
品
展

と
き　

１
月
31
日
㈯
ま
で

と
こ
ろ　

図
書
館
ロ
ビ
ー

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
楽
し
い
お
は
な
し
会

と
き　

１
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
冬
の
遊
び
手
作
り
教
室
〜
た
こ
作
り
〜

と
き　

１
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、祝
日
、１
月
13
日
㈫
、月
末

図
書
整
理
日（
１
月
30
日
㈮
）、年
末

年
始（
12
月
28
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈯
）

◆
お
は
な
し
会

１
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

12
月
20
日
㈯
、１
月
17
日
㈯
・
31
日

㈯
の
午
後
２
時
か
ら（
約
２
時
間
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
13
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時

内
容　

大
型
紙
芝
居
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
12
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
／
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手

作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　
12
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

◆
新
刊
情
報

『
未
来
へ
の
お
く
り
も
の　

さ
い

帯
血
の
す
べ
て
』
大
野
典
也　

著

『
野
村
再
生
工
場
』
野
村
克
也　

著

『
三
国
志　

第
７
巻
』

宮
城
谷
昌
光　

著

『
タ
ニ
ア
の
ド
イ
ツ
式
キ
ッ
チ
ン
』

　
　
　
　
　
　

門
倉
多
仁
亜　

著

『
Ｚ
式
マ
ス
タ
ー　

ワ
ー
ド
＆
エ

ク
セ
ル
２
０
０
７　

困
っ
た
と
き

に
読
む
本
』

　
　

ア
ス
キ
ー
書
籍
編
集
部　

著

『
近
鉄
特
急　

伊
勢
志
摩
ラ
イ
ナ

ー
の
罠
』　　
　
西
村
京
太
郎　

著

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
』

　
　
　
　
　
　
　

保
科
昌
彦　

著

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
12
月
12
日
㈮
・
19

日
㈮
・
26
日
㈮
、
１
月
９
日
㈮
・

16
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
し
あ
わ
せ
米
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　
　

村
上
祥
子　

著

『
聖
母
』　　
　
　
　

仙
川
環　

著

『
テ
ン
ペ
ス
ト　

上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　

池
上
永
一　

著

『
地
図
男
』　　
　

真
藤
順
丈　

著

『
容
赦
な
き
牙
』　

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー　

著

『
新
三
河
物
語　

中
巻
』

　
　
　
　
　
　

宮
城
谷
昌
光　

著

『
天
神
の
と
な
り
』　

五
條
瑛　

著

『
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
』　

神
永
学　

著

『
黒
の
狩
人
』　　

大
沢
在
昌　

著

『
成
人
式
は
二
度
終
え
て
お
り
ま
す
』

　
　
　
　
　

エ
ド
・
は
る
み　

著

『
脳
を
活
か
す
仕
事
術
』

　
　
　
　
　
　

茂
木
健
一
郎　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ね
こ
の
ゴ
ン
サ
』

　
　
　
　
　
　
　

石
倉
欣
二　

著

『
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
駿　

著

『
く
も
き
ち
せ
ん
せ
い
』

　
　
　
　
　
　
　

深
見
春
夫　

著

『
み
ん
な
お
や
す
み
…
』

　
　
　
　
　
　
　

和
木
亮
子　

著

『
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　
　

吉
富
多
美　

著

『
大
ド
ロ
ボ
ウ
石
川
五
十
五
え
も

ん
』　　
　
　
　

 

吉
田
純
子　

著

『
忍
た
ま
乱
太
郎
め
い
ろ
・
え
さ

が
し
』　　
　

 

尼
子
騒
兵
衛　

著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
て
も　

め
ん
ど
う
が
ら
ず　

右
左

寒
川　

朋
栄
（
川
田
西
小
学
校
四
年
）

クリスマスの絵本

『
し
っ
ぱ
い
に
か
ん
ぱ
い
！
』

　
　
　
　
　
　
　

宮
川
ひ
ろ　

著
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空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
島
東
中
学
校　

上
田　

あ
か
ね

空
は
大
き
く
て
青
い

で
も　

同
じ
空
で
も

一
瞬
た
り
と
も

同
じ
表
情
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い

晴
れ
の
日
に
は
青
く
大
き
く

雨
の
日
に
は
ど
ん
よ
り
冷
た
く

く
も
り
の
日
に
は
う
す
暗
く
て
ど
こ
か
さ
み
し
く

人
間
だ
っ
て
空
と
同
じ　

同
じ
人
で
も

一
瞬
た
り
と
も

同
じ
表
情
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い

悲
し
ん
だ
り　

苦
し
ん
だ
り

楽
し
ん
だ
り　

喜
ん
だ
り

だ
か
ら
こ
そ

色
ん
な
人
が
い
て

面
白
い
ん
だ
と
思
う

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
３
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

安
全
な
場
所
へ
逃
げ
、
で
き
る
だ

け
早
く
１
１
０
番
を
！

　

自
転
車
の
二
人
乗
り
、
傘
さ
し

運
転
、
無
灯
火
、
携
帯
電
話
を
使

い
な
が
ら
の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

不
審
者
に
あ
っ
た
り
、
被
害
に

遭
い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、

「
逃
げ
る
・
大
声
で
助
け
を
求
め

る
・
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
」。

ち
ょ
っ
と
待
て　

交
通
違
反
で　

大
事
な
命　

も
う
な
い
ぞ

花
平　

す
み
れ
（
種
野
小
学
校
二
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、

平
成
21
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
制
定
10
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
個
人
が
よ
り
身
近
な

問
題
と
し
て
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
明

る
く
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
推
進

を
広
く
呼
び
か
け
る
た
め
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク

応
募
締
切　

12
月
26
日
㈮
必
着

注
意
事
項　

・
作
品
は
自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す　

・
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
内
閣

府
に
帰
属
し
ま
す

・
最
優
秀
作
品
は
、「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
、
男
女

共
同
参
画
局
の
広
報
・
啓
発
等
に

使
用
す
る
予
定
で
す

・
最
優
秀
作
品
は
、
必
要
に
応
じ

修
正
を
加
え
た
上
で
使
用
し
ま
す

・
他
の
作
品
の
模
倣
・
類
似
と
認

め
ら
れ
る
作
品
は
、
入
賞
決
定
後

で
あ
っ
て
も
賞
を
取
り
消
す
場
合

が
あ
り
ま
す

審
査
方
法
・
発
表　

　

内
閣
府
に
お
い
て
一
次
選
考
を

行
い
、
入
賞
作
品
（
最
優
秀
賞
１

作
品
、
優
秀
賞
２
作
品
）
を
平
成

21
年
２
月
開
催
予
定
の
公
開
選
考

会
に
お
い
て
最
終
選
考
・
決
定
し
、

後
日
表
彰
予
定
で
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い　

　

応
募
用
紙
等
に
記
載
さ
れ
た
個

人
情
報
は
、
本
公
募
に
関
連
す
る

用
途
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
方
法
等
そ
の
他
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
０
│
８
５
７
０
（
県
庁
専

用
）

徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
参
画
青

少
年
課
男
女
共
同
参
画
担
当

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
７
７

℻  
０
８
８
（
６
２
１
）
２
８
３
３

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

　

家
族
み
ん
な
が
心
と
体
を
休
ま

せ
る
こ
と
の
で
き
る
「
心
の
居
場

所
」
は
、
家
庭
で
す
。
家
族
の
協

力
で
楽
し
い
家
庭
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

　
「
地
域
が
守
り
育
て
る
子
ど
も

た
ち
」、「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」

を
合
い
言
葉
に
、
地
域
の
人
た
ち

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
警
察
、
行

政
、
学
校
な
ど
が
協
力
し
て
、
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

事
件
・

事
故
を
起

こ
さ
せ
な

い
地
域
の

雰
囲
気
づ

く
り
を
め

ざ
し
ま
し

ょ
う
。

安
全
で
楽
し
い
生
活
を

自
分
の
「
い
の
ち
」
は

　
　
　
　
　
　

自
分
で
守
る

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
心
の
居
場
所
」
を

　
　
　
　
　

作
り
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
青
少
年
を

　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

と　き　平成21年1月31日（土）
　　　　　開場　午後1時30分　開演　午後2時

ところ　鴨島公民館大ホール

出　演　オール阪神・巨人、Ｗコミック、シンクタンク、
　　　　桂三風、小泉エリ

入場料　一般2000円、高校生以下1000円
　　　　（当日券は、それぞれ500円増）

　チケットは鴨島公民館、宮脇書店鴨島店、小山助学館
（徳島市）、文化研修センター、アメニティセンター、
ＪＲ鴨島駅売店キヨスク、サンクス土成店で販売中です。

問い合わせ　 鴨島公民館　 　24 5111

ホームページアドレス
http://www.smiletrust.com/community/

宝くじ文化公演宝くじ文化公演

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 12月 1月

阿 部 整 形 外 科 24－4880 10 19

鈴木内科（喜来） 24－3413 11 20

岸 整 形 外 科 25－3133 12 21

鴨 島 病 院 24－6565 13 22

杏 和 医 院 22－0333 ⑭ 29

高橋皮膚科クリニック 24－5122 15 26

工 藤 内 科 医 院 42－3113 16

井 内 内 科 24－3070 17 27

富 本 医 院 42－3123 18 23

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 19 ⑱
麻名内科外科クリニック 26－0020 20 ㉕
中西内科クリニック 42－6755 ㉑ 30

さ く ら 診 療 所 42－5520 22

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉓ 31

三木リハビリテーション病院 42－6616 24

医　院　名 電話番号 12月 1月

かなめ小児科内科クリニック 26－0310 25

岡田医院（川島） 25－3566 26

糸田川クリニック 24－7555 27

いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉘
梶本胃腸科内科 24－2413 29

古本内科クリニック 24－7377 30

石原内科循環器科 24－2536 ㉛
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ①
石 原 小 児 科 24－2388 ②
和田耳鼻咽喉科 24－2566 ③
糸 田 川 眼 科 24－2531 ④
後 藤 田 外 科 24－2720 5

美 摩 病 院 24－2957 6

渡 辺 医 院 24－7177 7

四 宮 医 院 25－2016 8

医　院　名 電話番号 12月 1月

松 永 医 院 42－2110 9

杉 山 医 院 25－2802 10

リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ⑪
森 住 内 科 医 院 22－3010 ⑫
木村内科胃腸科 24－6413 13

矢 田 医 院 25－2006 14

谷 医 院 42－2353 15

筒井クリニック 24－3300 16

鈴木内科（敷地） 24－5880 17

工 藤 内 科 医 院 42－3113 24

島 野 外 科 内 科 25－3060 28

小児救急医療体制 

休日･夜間在宅当番医表

12・1月

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、秘書企画課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　     ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

●
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放　

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　

●
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反

射
材
の
効
果
的
活
用　

●
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

平
成
20
年
12
月
10
日
か
ら

平
成
21
年
１
月
10
日
ま
で


